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(3) i抜粋」とミラボー版「経済表J. およびケネーの r簸言』
3. 資料的検討
(1) A群[三つの原稿に共通して使用きれている部分]














1 )ミラボ による「原表」第3販の公表の経緯について，詳しくは拙稿を参照されたい。「ミラポーの「解説っき r経済表JJ
(東洋大学経済研究所 r経済研究年報』第15号. 1990年5月)





















3)翻訳者不詳。 THEOECONOMICAL TABLE. AN ATTEMPT TOWARDS ASCERTAINING AND EXHIBITING 
THE SOURCE. PROGRESS. AND EMPLOYMENT OF RICHES.防'lTHEXPLANA TIONS. BY THE FRIEND 
OF MANKAIND. THE CELEBRA TED MARQUIS DE MIRABEA U. Translated by the French. 
London. printed for W.Owen. at Homer's Head. between the Two Temple-Gates. Fleet-Street. 1766.また，英語訳 F経
済表sの紹介については，拙稿「ミラボーの「解説っき経済表jj. 前掲，を参照。
4) 1760年の「筆禍事件」については拙稿 (fF ケネーにおける「自然の支配jj 東洋大学経済研究所「経済研究年報』第10号，
1985年3月)の107-108頁を参照きれたい。
5) J ournal de l' Agricultu陀 .du Commerce et des Fi加 nces.ケネーが活動を再開して r農業・商業・財政雑誌sに最初に
掲載した論稿は『自然権論心同誌、 1765年9月であるが f範式j を収録した「経済表の分析」は，同誌. 1766年6月である。
6) ~簸言s の初出はテ'ュポン編集の rフイジオクラシイ』においてである。 PHYSIOCRATIE • OU CONSTITUTION 
NATURELLE DU GOUVERNEMENT LE PLUS AVANTAGEUX AU GENRE HUMAIN. TomeI. YVERDON. 
1768_ 
7)フォックス・ジュノヴエーズの考証によれば，ケネーはさラボ の「解説っき経済表」の原稿に手を加えた，とし寸。し
かし，ケネーが手を加えた「解説っき経済表J の原稿の所在については，未確認である。 cf.Fox-Genovese. The Origins 
























8) Tableau Economique avec ses Explications. ・・Encomparaison des Textes originales de "L'Analyse du Tableau 
Economique" et "Extrait des吾conomiesroyales de M. Sully"問 rFranιois Quesnay'・・.Working Paper Series. 
No.10 et No.ll. INSTITUTE OF ECONOMIC RESEARCH. University TOYO. 1990. 
9) r経済表の説明」は「原表」第 3版に付属するものであること，これまでの Eー ク等の研究によって「定説」となってい
る。 Cf..Marguerite Kuにzynski& Ronald L Meek. QUESNA Y'S TABLEAU ECONOMIQUE. London. 1972 





ヨ ロyパへの流入以前に必いて，すでに諸物価に対して著しく低下し始めていたのである。J (平田清明・井上泰夫訳 rヶ








A 群 。 。 。
B 群 。 。 × 
C 群 。 × 。
D 群 。 × × 
E 群 × 。 。
F 群 × × 。

































(1) I前書き J 14)の前半部分15)
「年収入6億[を産出する]規則正しい流通の秩序において，この6億が年前払9億によって獲得
され，家長4百万人の聞に年々分配されることが，先に掲げた[経済]表のなかに示されている。J16) 
(2) I項目 4J の後半部分
「外国から購入する第一次産品 (denr吾esdu cru) と，外国に売る手工業製品の相互貿易において，
不利益は通常後者の高品の側にある。というのは，第一次産品の販売からは，より多くの利潤が得
られるからである。J 17) 
1) r簸言』と「シュリ一氏王国経済の抜粋」との連続面についてはミー クと平回が摘出作業をしている。 Cf. Marguerite 
Kuczynski & Ronald L Meek， QUESNAY'S TABLEAU ECONOMIQUE， LONOON， 1972.平田訳 rヶネー 経済表』
前掲，参照。またミラボー の「解説っき経済表」と「シュリ一氏王国経済の抜粋」の連続面の摘出作業I;l:，拙稿WorkingPaper， 
op. cit.， No.10，No.llを参照。
12) r簸言』と「シュリ一氏王国経済の抜粋Jの項目本文と注の対応関係については，拙稿 rケネー 「原表」第3版の文献史的




16)平田訳 rヶネー 経済表J，前掲， 35頁[以下，平田訳，・・頁.と略記する]， Marguerite Kuczynski & Ronald L Meek， 
QUESNAY'S TABLEAU ECONOMIQUE， LONOON， 1972. p.l. [以下， Meek と略記する。]
削除の理由は「原表」段階の数値のため変更する必要が生じたと考えられる。
17)平田訳40頁， Meek. p.4. r簸言』でケネー によって削除きれたこの箇所は r原表J 2版の「シュリ一氏玉国経済の抜粋」
には存在せず r原表」第3版の「シュリ一氏王国経済の抜粋」で「追加」された箆所である。
5-









かった。このため収入は，実質の価値を[4憶から] 2憶6800万に削減されていたのである。J 19) 









物の 1億3500万を確実に破壊してきている。J 20) 
(6) i項目16Jの注(a)の lパラ末尾[支出性向の変化と再生産総額]
「かくして，支出の種類は[収入の変化と]関係ない，というのは誤謬である。J 21) 
18)平田訳， 42-43頁， Meek. p.6 







20)平田訳 44-45頁， Meek. p.7. 





























































24)平田訳， 38頁， Meek. pp.2-3. 
25)平田訳， 39頁， Meek. p.3. 






























27)平田訳， 41-42頁， Meek. p.5. 
28)平田訳， 46頁， Meek. p.9. 
29)平田訳 46頁， Meek. p.9. 
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30)平図訳， 47頁， Meek. p.9. 
31)平田訳， 49頁， Meek. p.9 
32)平田訳， 50頁.Meek. p.10. 



























(15) r項目15jの注(c )の2パラ全部 [家畜から上がる利潤]
「家畜からあがる利潤は，地主の収入が関係するかぎりでの耕作からあがる利潤と混同される。フ
ェルミエの前払が恋意的な課税によって消去される危険性に晒されていない地方では，フェルミエ








な数の家畜が不足している場合には，耕作は衰退し，痩せた土地における労働費用les frais des 
travaux en terres maigresは，純生産物を吸収してしまって，収入を破壊してしまう。J37) 






















































40)平田訳， 52-53頁， Meek. pp.1l-12. 
41)平田訳， 54頁， Meek. p.12 





























43)平田訳.57頁. Meek. p.13. 
44)平田訳.58頁.Meek. p.14. 





























46)平田訳， 58-59頁. Meek. p.15. 
47)平田訳.65頁.Meek. p.19 この部分は r簸言』において二つに分割きれた。最初の部分は策言第XIIの注。それに続
< (・・・・}でくくった部分は簸言第Vの注。また，これに続く次の一文はD群になる。「かくして，農業が繁栄している
農業国民においては，土地財産のなかに国家のための確固たる資産が存在するu






























49)平田訳， 69頁. Meek. p.2L 
50)平田訳.35頁. Meek. p.L基礎数値の変更による削除。
-16 
「抜粋J • r解説っき「経済表JJ • r簸言』三原稿の対応関係
生産物は10億5千万であらねばならない。しかし純生産物を産みだす年前払avancesannuelles 
と，ラブルールがまず創業を開始するに必要な原前払avancesprimitives pour former d'abord 


























51)平田訳， 35頁， Meek. p.l. 6憶の収入に租税など4憶5千万を追加.
52)平図訳， 37-38頁， Meek. p.2. 
53)乎回訳， 38頁， Meek. pp.2-3.これに続く文章は r簸言VIJの注の第1パラ後半。
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54)平困訳， 41頁， Meek. p.5. 
55)平田訳， 44頁， Meek. pp.6-7. 
























(1) i歳言」第 1 [単一の主権。[モンテスキューの]権力均衡論の批判。]
「主権は唯一にして，社会のあらゆる個人に対しても，また特殊利益にたっすべての不正な企て
に対しでも優越していること。けだし支配と服従の目的は，万人の安全と，万人の適法的なlicite
利益にあるからである。統治における勢力均衡の体系systemedes contreforces dans un gouverne-
mentiま，強者聞の不和と弱者の圧殺を垣間見させるにすぎない不吉な所見である。社会が諸種の市
民階層に分裂すると，一方が他方に対して主権を行使することになるので，この分裂は，国民の一
57)平田訳， 54頁.Meek. p.12 これに続〈文章 (rかくして，支出の種類は[収入の変化と]関係ない，というのは誤謬で
ある。J)はミラボーにより使用きれている。 B群参照。










































































67)拙稿WorkingPaper Series. No.10 et No.ll. op. cit..の一重下線部分を参照。
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